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　ぐ臼本の低年齢幼児めう歯発生率は米国の幼児に比較し

て高率であるが，rこゐ慮因については明らかではない。

何故なら，づ歯発生の凍因は1ゴづに限定されることな

く，1多因子性の疾患であることが知られている。

　う 歯発生に関係のある因子どして考えられているもの

は，砂糖消費1騨，一砂糖摂取頻度2⊃，間食の内容町間食

回数o，聞食割合oジ偏食等5》でその他にヂ地域差6，， 乳

児院7レにおけるう歯発生等に関し｛報告さ瓦ゼいる。F

　先に保健指導部幼児におヤ・で1・ 1歳半幼児の食生活と

3歳時でのう歯発生の関遠について調査じ9，』次の因子

とう歯発生に相関がある薙とを報告じた詳すなわち1 間

食の回数が多くなるほど，・間食の熱量比が高・。ぐ・な’るほ

　ど，動物性蛋自源についての嫌レ、の数が多でなるほ、ど1㌧

又野華を嫌う幼児ほどう零発隼率が商粧？た。
∵．、

蕪で季縫噛いて乾ネ・麻布保健所93歳児検瞬
乗誇しだ幼塘を対象に；・ う僻発生が幼児の家庭環境や生

活全体とどのタ遊こか粋秒？ているか検討じたφで報告

する。

　　　　ド　ビ
∬　研究方法

　P 蜀窄対象　
、，，

1対象岬和52年マ月一53年6月までの間墜撫蹄

の3歳賑診蘇所『←た幼児423名（男22昇名・ン 弁391峯）

である。

　2）研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　1ろ

　アンケート用紙をあらかじめ送付しll 1記入済のものを

検診日、に持参するよ．う、依頼も， 不明の個所を確認．して受

取づた。
』一．

Pへ・』一～ぐ，F〆’ンーr

血　研窄結果と考寮、
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対象幼児のうし発生率は低か？欺優

与．

　第1衷　う歯数とう歯の型 1　 ）

．う緻人　』難A．型 F、寧・、型伊．型

③蜘⑳1脚く刎¢のノ（紛、、
10r 171

4q』4 一
・←、 　『『　、

1～2
89 、21－0 98‘9

・ユ．心 ．9】＼

3～4
73 17．多．

、．

5♪
41，！1’　　ジ

【 ．、、
1』‘4

‘」㍉　　

5鯉6
34

8隻0 41．2・、 ．耳8ゼ＄1 ．　．P

7佃

9～10

　　． 19

　　fO”
1　噛　　　　．モr

　　　‘’　ド

監！尺 廼
　　4．5．

1Q． 5
　　　一』

β、．

　，　 　／■
91，昏－　　～F73；611

　　0．

1．工

11以上 18㌧
’∫’ 4．13 0 38．9 61．1

』 、、　’ 「、 、　r

　　　 r「r蝋勲叢榔』1．・3啄711 β・3・

　う歯の型を厚生省によるA型（上の前歯のみボまたは

奥歯φみ礁むし歯のあるもの〉l　B型て奥歯参よび上の前

歯にむし歯の勘為もの），C型1（上下前楓と奥脚の上下牢

右にむ’ 歯のおるもの）lrに分類する萱1置第工裟のように

1・》2本では犬部分が蓋型ジ・7ん『8本になおと過半数が

B型ジン『，9本以上オはC型が増加する傾向があちたボ対象

幼児のう歯の型分類ぼ，二1厚生劣歯科疾患実態調査の3歳

児のむのζ恥較ず郵注避A型が多くデC型が少ながづた’己

ド響中喫轡蓼響讐誓顔引？ll』

二適邸ま1鷹娠の初期に基質力咋ら榔石卿跡筋れ

て謁母胎申窓ぞわ歯質が決定されるぎそごで妊娠雫の貧

血や鱗蝉症な勘糠肺歯との関係をみ輝趨
れら‘きう歯の結びづきはみられながぢた許又出生時体重

の犬小ど う歯にも関係はながらた1壷
丁： i、，オ，・5≧ ．1マ．

　3）家族のう歯との関係31ご乙』・”1∵・・く罪11欧：う〆ユ・隻｝｝Σ1・・5
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　父。母。兄又は姉のう歯数と対象幼児のう歯数との関

係をみると第2表に示す通りである 読母および躍又嫉姉“
　　　　　　　　　　　［る！顎・2＿ダ傷’デノし乎マリ氏．い＜」・
にう歯数が多い幼児は，う歯数が少ない場合に比較し

も1歪駕警総畿潔鰭書誌柔霧驚

察されたが，父親のう歯の傾向とは無関係であった。

　第2裳 烈。母獄兄文ほ姉あち歯数と動児の、教歯数　、

　　　の関係　　　　　　※　　1並　秦

』ドう鰍1人渕橘）1工呼赫陪謝、

　　多　　い　　100
父

　　少ない　　163

『37イd・二 3◎16｝1～24．0－

41，1　　 37．4　　 21，5

　　 多詠ポ・』182ρ3き∫baP甚甜乙・26，9
母・（少が｝ 71 1、・ 』2⑤、：23．9一』16ン9．

曼棄』諌、53’　鯉．』脚
［姉一少1な一い』”55 152．7⑤ r29、11”18∫2『

＠と⑤の差は軌・％臆、．
、

総』lll奨、，．、

4禅緋や醗の縣IU 一人
3ケ月脚懸靴、う歯と蝉嘩層と騨栄塾

入主栄養覗合栄養によっ窃歯発錘1こ熟まみられな

かった。しかし，1歳時でも断乳のでぎていなかづた9

人のう歯発生率は66汐％とやや高かっだ‘　　三トヂ

　5 ）家庭環境とう歯との関係 　　尉　　　丁 ドー

家族の人鵜う歯⑳関嘩鮒し岸こ剤1黙の

家興比脚℃5棚上特貯人喚ρ家族｝誕る
と， うし発螂が鋤酵る傾向があっな。これらめ家族

　　　　し　しさ　　　　　　　　　　　ヤドドロ　 　　 ロゴ 　　　　　 　　　ヤ　ド

で！ま，お，ら潟ば等の畢居人が争か？たφ、しかし1祖父

又は銀母が同居している家庭と核家族み蘭に，うし発生

の差はみられなかbた5 、、
二ぞ ．』　・．』1・：

、

、又母の職業の有無とう歯，、あるいは祖母による育児1と

う歳との問に関係はみ、られなかゑた。、味 ’、こ 、レ

　、6〉生活時間及ぴ戸外遊ぴとう歯との関係1一、 』 ：、「1

起床および就寝時刻が決っていな矯幼児は44木で，’そ

のう歯発生率は¢3，2％lr一決逐ている幼児は』365＝人でi ： う

歯発生率は与7，5％であ，ったガ就寝時刻が．8、時30分以前の

幼児 104』人のう歯発生職溺4，8％であづたが，豆1時以降

では幼児24人中の5歯発生塞は70⑱％であうた5く起床時

刻とう歯との間に関係はみられなかった。　　賄1．il

　・室内遊び之戸外遊びに関夏て“，ぎちらが多hかを質問

，したどころド』室内での遊ぴの方が多いど答え1た’幼児．は

159人で・’葵の理由と｝し1ζ穎玲％が戸外に出准がらない

を掲げゴ：、85％萬戸外で遊ぶ楊所がないこ嘗を．掲（けきて い

た。しかし，室内遊蓬の多榛蝿9：人と戸外で¢）遊びの多

い264人との間に， う歯発生率の差はな力鯵〔た。．筑’C

　了）体格とう歯数との関係

甲1きi婁蓼難ざ焦奥露輿との関係は第3表に示す通りであ

　る。身長と体重に関して，大に属する幼児と小に属する

塀鱒鰍鱒輯熱、キ’ずれも小嘱する幼肋
㌧づ歯発生率が高く，体垂に関コしては有意に高かった。

　加藤等81も重症うしょく児の体格は小さい傾向があっ

存ぐ馨告している。先に述べたように，う歯発生率と出

生時体璽とは無関係であったが，3歳時の体格とこのよ

　うな関係がみられたということは，次に述べるように，

』食凄をよく食べるという幼児にう歯発生が少ないと言う

”ごととあわせ考えると，栄養摂取状態とう歯発生率に何

　らかの関係があることが伺える。

第3表　体重・身長とう歯数との関係

1， ．、↓呑（笑）10謝1禰i5本謝

．身1、 1ブ木
P．

127・ ．45，7こ44含　∫9』41．

、長・　　　　85・　32．9　 50．6　’16， 5

体　｝浮プご1レ 1　128こ・ξ41．4＠ 46．1』・ 1：2．5

、璽． 小2レ、

113　21．2⑤、5814一 ☆2Q．4

1注1〉ク5バーセソタイル値以上を大と した

注・2〉 25パ㌘ヤ1騒タイノレ値以下を小ど した、し　ζ浪s．、

注、3）曾と◎謝訓％有瓢』』・ 　、M
　18ン食欲とう歯之の関係 ＝呪 、r・巳 ヲ溶1畿

　食欲との関係嫉第4表に示す通口である6・食瑠はよく

食べるが，、間食は欲しがらない幼児は，＝食購．も間食もあ，

ま U食恩ない幼児に比較 して，．ro本が多く，キ5本以止が1

少なく， その差は有意であうたが零1』：一 』、じ∴駅1 ，笈

　第4表喰欲乏う歯数との関廉㌧』’1祥ぢ1隷1rこ叡ン

食　　　　欲・
不（癸）1 ♀（歪）1も翻1マ蝪

食事も間食もよ
食べる

23】』 42101 　「　〆　■㍗
1＼ 9．0 ゴ9∫o乙・

食事はよく食べ
，》　

るが，問食はほ
がらない

44 50．0＠ 34，11、みレi．＼、浅

食耶は食べない
が，間食ならよ 83

39．8 37i3く ㌧ 1』！22，9

．く食べる 91こ1ド
r、一、」

、

食串も間食もあ、』まり食べない’ 61 、24‘6⑮ご1こ4216
1・

』』32，8＝一・

　＠と⑥の差は1％有意　　　　　　う塩、《こr猟豪

　9）偏食とう蟹との関係　・1． ㌃導：驚乱・1…・1』・ご
、、

』35種類の食品1、（ごはん，、づン，、麺類〆｝さrつま芋，1＝じ緬

が芋，せいべい，ビスケット，アメ，ガム， チa、盈レ身

L果汁入り蝋乳酸菌鵬…懸鯉1、意瀦料
卵，牛乳，ヨーグルト，チーズ1－ーブイズグリ豊臥1魚，

はんぺん，ちくわ，肉，挽肉，ゐ剤ぐウ繋謙土弦，〆レバ
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r，豆鷹織生蝋野菜煮位果物めり1・わが

め，・きの こ類）について，好！き，・ふgう｝嫌いの解答を』

榊騨欄査師つ率・∫、9』 ．1

づ．ド・1 ．、

麟畠鱗灘瓢磐，戸雛塑、し
1鋤物蛋臼性食品聡種類＠一，牛乳ゼゴヨーグルトゲ．苛一

界．7イス抄怖魚叫ぺ砺わく妬恥卸肉
ハム， ウィンナー，レバー）に関して，嫌いの解答のな

かった者は135人で，そのう歯発生率は49．6％，12種類

1中嫌いと解答した食品が2種類以上あった者は192人で，

そのう歯発生率は66．1％となり， 動物蛋自性食贔の中に・i

嫌い執もの粧獣ヤ・幼児礁う輝発牛が少ない題呵が1あっ』

煽繊3脚！う蝉生郷こ関畷年4嘩
むめと同結果であうた。　　　　　　　　k

』．アメ， ガム，チョヲレートに関する嗜好は第7表の通

弊ある？， アメ・ ガヘチョ四7 トに関し衝、きと解

額た郷呼均は・，坤・本で聯％う聯本以
上では6811％となり，う歯の多い幼児ではこれらの食品

々こ関して，好きという解答が多く，嫌いという解答が少

ない傾向があづた。』r、、

　糖質性食品と野菜に関してはう歯との関係はみられな

かった。　　　　　　　　　 〔 Sヨ、』：》澱　囚取13

　10）、．間食とう歯ζの関係、

，歯象幼児の閻食め与え方薮，規則的と不規則に与えて
　ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずノ

小る竜のが，約半々であった。規則的に与えているもの

セは，澗食回数が1日1；2回が一番多く約80％次y’で

1日工回の順であった。不規則に与えている群でも1日

2回が賎も多く，約50％，次いで3回以毒が約40彩，』 1

日に些回グ約10弩で南った。う歯馨隼率鳶み奇と，不規

則に与えて恥る群は，62，8％となり， 規則的に与え《い

る群の55．8％に比較して，わずかに高ヤ響向参南っ㌃。

　甘い菓子や甘い飲物を与え始めた年齢は，第5表に示

す通りがある。、 1蔵位までに40～50％の幼児に与えられ

ており，そ のう歯発生率は66、0％，’13歳近く・になるまオ

・与えられなかった幼児は約15％でそのう歯発生寮は48i3

撫表．髄袖鰹轡轡噂控麟ダ
　ー1　　』う歯とめ関係’

サ％セ肴慧匠低嘉ら1た♂ご4）よらに』’甘》・菜芋や飲物を与

　えはじめた年齢が遅くなるほどう歯発生率は低い傾向が

、』『みら体1湾運…1』バ呪 1

　　間食の種頚については，牛乳，果物，果汁，せんべ

』慰揚ギー，詑熟殉．ト，クラ鋤皆スナック菓子

・己・（轟ビせん，ポテトチッブ），アメ 頚，ガゑ，チョコレー

、1．㌧プ、y．礼苔拓タォラ㌧牛クリ7桑付の群菓子， あん菓

　子，菓子バン，アイスクリーム，乳酸菌飲料，炭酸飲料

　コーラ飲料，果汁入り飲料の21種類の食品について，間
　食とし宅よ《与える電夢と，・『殆んど与き参酬もみ準づい

　て質問した。
　　　　　　　　　　　　　　1〆。1
　二邦鎮韓購 し禍げたも嘩聯鶴噛数
別職離た尊ろ礁弊棚ら準鰍して課

5物，牛乳1』』せんべいヂ・ズナック菓子，ケイスクリーム，

　．果汁，ブ兜ぢ，… 乳酸菌飲料，果汁入・り飲料は共通だった

　．抵　う歯数俊争い幼児璽串アメやギ喰が上位乾こ与苑る

もρと区糊られて轡燗館して殆ん ξ与ゆ
’し喰品は第6衷に示し慧う．に，、う歯o木ではi甘い菓

　子や飲物であり，う歯5本以上群には，アメやガ｛があ

　げられていなかうた討以上分よう に間食として与える食

　品のうち、う歯と園係のあるものはアメとガムであづだ♂

　松久保等％の市販菓予のう触誘発能による分類によづて

　も，㌃ア メどガムは疹触誘発能が特に高い菓子と して分頚

　さ1れていた6 二1』1 “1 、1 戸，、、♂』…1 ：”』l　lこ、r

鱒界趣雛て離融1鯉春r些て桝一
　　　　ト1「畝だ飾（雌まそ〉い1，、．1〕．、’

、

1呑談）巴薩）1義㌻赫1鱗跳

い』r㌦　■

う黙・∵曼代、・r、」柊
うOl・こで1ゴ本汀語

1‘

＝∫2 1』・』

3』”、

5
・、

b　　㌧

6．汽叱　　7b　π　　㌧

8（・いン悉・

・一
δギ…

・鮭酸郷鰍

　、鵯Fバ・”　r■ rr』、　「

クリーム付洋某子

　　　　　メ
l耀縮1クラ量力＼溢一匙

｝　 　ド　丁ハ　　　　　　　　　 　　ロ

「；妄」ヲ飲料・

』あ・ん1菓

酸飲．料』

恥子 ～ざrツ

響恥4鮮縣
　郷 ラ： ッー，力門

チョコレート

ガ1、 4
F方 ズデ ラ』

1 奇　』＝

＾ブ・渦 ”』

’三「、 1、．き』、 鵯

15本以
上1

離『乳＝期 が’ら』＝

も江㌧；歳7 位よカ｝ζ’ら 　　 448『1

2歳位力、ら　 161r．

、ll3購返遠』外ら，

三無愚）鋤’．・一32・

紹陣』1謝欝
41 ，61 』、i 38、5チンミ1工鉱9そ

謝緋灘』照3二む
　　　　、、F　、　　．r・

＠と⑤の差は2％有意 r　’

あん菓子
1
毫 β一

飲料1
炭

1｝r

料1、

菓．子、 ン3’、歌

、夙ス客図．・卜

rぞ＝1ラ
男 塑；1㍗

年ぞリrら鰭鷺
西マ，ヒrト

7 鰍 キ1、÷

力一ツく　テ　ラヘ

　　　　　　甲　い　、　r．V ずN㌧吐　■　　・r・　 r　 r　r・t　■　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　、，

　第7表にアメ，ガ本ヂチ着『謡レ適卜：に対する幼児の嗜

好と親の与え方をのせだ凝これらの食品に対 し之ヂケ歯．

U本の幼児はう歯5・本以上の幼児に比較 し臨，－』』好きが少

なく ，嫌》∫が多く 短1又ほどんど与え1な・恥親演多がづだ‘｝1
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土井他：う歯発生頻度と幼児期の食生活

4）3人の家族に比較して，同居人の多い7人以上の家

　族のう歯発生率が高かった。第一子に比較して，第二

　子以上のう歯発生率が高かった。

5）起床および就寝時刻が決っていない幼児は決ってい

る幼児に比較してう歯発生率が高く，また就寝時刻が

　11時以降の幼児は，8時30分以前の幼児に比較して，

　う歯発生率が高かった。

6）身長と体重に関して，大に属する幼児と小に属する

　幼児のう歯数を比較すると，いずれも小に属する幼児

　のう歯発生率が高かった。また，食瑛も間食もあまり

　食べないという食欲のない幼児は，食凄はよく食べる

が，間食は欲しがらないという幼児に比鱗して，う歯

　発生率が高かった。以上のように，栄養摂取状態とう

　歯発生率には何らかの関係があることが伺える。

7）35種類の食晶について，好き，ふっう， 嫌いの解答

　を求め嗜好調査を行った結果，動物蛋白性食品璋種類

　に関して， 嫌いと解答した食品が2種以上あ？た幼児

　は，嫌いの解答のない幼児に比較してう歯発生率ポ商

　かった。

8）間食を不規則に与えられている幼児は，規則的に与

　えられている幼児に比較して，う歯発生率が高かっ

　た。また，甘い菓子や甘い飲物は，与え始めた年齢が

　遅いほどう歯数が少ない傾向があり，1歳位までに開

　始した幼児は，3歳近くになるまで与えられなかった

　幼児に比較して，・う歯発生率は有意に高かった。ア

　メ，ガム，チョコレートは嗜好調査において，う歯5

　本以上の幼児は，う歯0本の幼児に比較してこれらを

　好むものが多く，またう歯を5本以上もつ幼児の母親

　は，アメとガムを，よく与える間食としてあげてお

　り，間食として与える食品中う歯と関係のあるもの

は，アメとガムであった。

　問食について困っている問題をかかえている母親の

割合はう歯の多い幼児ほど高く，甘いものを欲しがっ

て困る，祖母や近所の人からもらって困る等の訴えが

多かった。

9）歯みがきの開始年齢については，2歳以後に開始し

た幼児は，1歳位から始めていた幼児に比較してう歯

発生率が高炉った。またフッ素等の予防薬は，塗布し

ている幼児のう歯発生率が低かったが，フッ素塗布の

効果なのか，母親の注童の程度による差かは明らかで

ない。
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